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T0分離公理を満たす有限空間と有限単体的複体の間に以下の関係があることが，Stongと

McCordにより 1966年に独立に示された．それによって有限空間上の代数 topologyが有限

単体的複体上の代数 topologyに翻訳され，またその逆も成り立つことがわかる．

1. 任意の有限空間Xに対し，有限単体的複体K(X)および自然な弱 homotopy同値写像

ϕX : |K(X)| → X が存在する．

2. 任意の有限単体的複体Kに対し，有限空間X(K)および自然な弱 homotopy同値写像

ψK : |K| → X(K)が存在する．

ここで，任意の有限単体的複体K に対し，K(X(K))はK と同型にはならないが，K の

重心細分になっている．

上のK，Xは，有限空間と連続写像の圏 Ftopと有限単体的複体と単体写像の圏 Fscの間

の関手的な構成となっている．しかし，Kは忠実だが充満ではない．そこで我々は，Kが忠

実かつ充満であるように圏 Ftopを修正することを考えた．

定義　X と Y を有限空間とする．X から Y への写像 f が弱い連続写像であるとは，任意

の x ∈ X に対して f(Cx) ⊂ Cf(x)となるときをいう．ここで，Cxは，xの最小近傍 Uxと x

の閉胞 Fxの和集合とする．

上のように定義することで，次のような定理が得られる．

定理　有限空間と弱い連続写像による拡張された圏 exFtopが定義され，このとき exFtopか

ら Fscへの関手Kは忠実かつ充満である．

有限単体的複体の間には strong homotopyと呼ばれる概念がある．有限空間Xと Y が同

じ homotopy型をもつならば，K(X)とK(Y )は strong homotopicであることが知られてい

る．しかし，この逆は成り立たない．そこで我々は，exFtopにおいて，Ftopの homotopy

の概念を拡張した homotopyを構成することで，X と Y が同じ拡張した homotopy型をも

つことの必要十分条件がK(X)とK(Y )が strong homotopicであることが得られた．


